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新技術の概要
抗原とライブラリー分子を細胞膜上に共発現させ、

抗体を利用して、ペプチドや小型タンパク質ライブラリーの中から
抗体と同じ結合領域(エピトープ)に結合する分子を探索する方法

【スクリーニング手順】
(1)遺伝子ライブラリーをレンチウイルスで抗原発現細胞に導入し、抗原とライ
ブラリー分子を細胞膜上に共発現させた変異細胞ライブラリーを作成する

(2)エピトープを誘導するための蛍光標識抗体(ガイド抗体)と反応させる
(3)ガイド抗体が結合しない細胞群を回収する
(4)細胞群を培養してゲノムを抽出する
(5)一部の細胞は次のラウンドに利用する
(6)次世代シーケンサーで回収したライブラリー分子のDNA配列を解析し、ア
ミノ酸配列を同定する

抗体代替分子のスクリーニング法
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抗体代替分子

• 効率的な抗体代替分子のスクリーニ
ング法を提供
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・従来：抗原分子内のどこに結合するか分からな
いため、薬効を示さない場合が多い

・本方法：エピトープを指標に選別できるため、
薬効による選別が不要
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